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古
文
書
類
に
お
け
る
「
奉
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て

三
　
　
保
　
　
忠
　
　
夫

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
こ
れ
ま
で
の
言
及

二
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
場
合

三
、
古
文
書
に
お
け
る
用
法
の

四
、
古
文
書
に
お
け
る
用
法
倒

五
、
訓
点
資
料
の
場
合

む
す
び

は
　
じ
　
め
　
に

一
和
語
が
二
種
以
上
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
漢
字
の
問
に
は
、
多
く
、
意
味
・
用
法
上
の
差
異
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
中
に

は
、
そ
う
し
た
差
異
の
明
瞭
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
際
に
は
、
常
用
漢
字
、
ま
た
は
訓
漢
字
で
な
い
方
の
追
究
を
試
み
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
素
姓
な
り
存
在
理
由
な
り
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
両
者
間
の
差
異
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

和
化
漢
文
（
変
体
漢
文
）
　
の
用
字
研
究
に
お
け
る
こ
う
し
た
考
察
は
、
多
分
に
基
礎
的
な
も
の
で
あ
っ
て
等
閑
視
で
き
な
い
。
本
稿
の
以
下
に

は
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
「
う
け
た
ま
は
る
」
の
表
記
を
に
な
う
「
承
」
と
「
奉
」
と
を
取
り
上
げ
、
両
字
の
関
係
を
探
り
な
が
ら
「
奉
（
う



け
た
ま
は
る
）
」
の
用
字
・
用
法
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
　
こ
れ
ま
で
の
言
及

「
承
」
「
奉
」
の
両
字
が
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
わ
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
色
菓
字
類
抄
』
の
左
記
が
参
照
さ
れ
る
。

○
　
承
ウ
ケ
ク
マ
ハ
ル
奉
聴
共
論
巳
上
同
　
（
黒
川
本
、
申
5
3
オ
、
ウ
部
、
辞
字
）

「
奉
」
は
、
ま
た
、
「
た
て
ま
つ
る
」
を
表
記
す
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。

ク

ヰ

ヨ

ウ

○
　
奉
タ
テ
マ
ツ
ル
供
貢
進
享
献
（
中
略
）
税
巳
上
同
　
（
黒
川
本
、
中
9
オ
、
タ
部
、
辞
字
）

「
う
け
た
ま
は
る
」
行
為
と
「
た
て
ま
つ
る
」
行
為
と
は
、
一
見
、
相
反
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
用
例
に
当
っ
て
は
、
文
脈

を
十
分
に
理
解
す
れ
ば
、
解
釈
に
と
ま
ど
う
こ
と
も
誤
る
こ
と
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
な
り
書
状
な
り
を
取
り
交
し
た
当
事
者
で

も
な
く
、
ま
た
、
当
時
か
ら
大
き
く
隔
っ
た
今
日
で
は
、
そ
の
間
に
お
け
る
諸
事
情
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
と
ま
ど
う
こ
と
も
多
く
、
現
実
に
は

誤
解
し
て
い
る
む
き
も
あ
る
。

「
承
」
と
「
奉
」
′
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
言
及
が
あ
る
。

○
小
林
芳
規
博
士
「
国
語
史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
、
『
高
山
寺
資
料
叢
書
　
第
二
冊
』
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会

刊
、
所
収
。
四
九
二
、
四
九
三
、
五
〇
四
頁
。

○
蜂
岸
朋
氏
「
高
山
寺
本
古
往
来
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
」
、
右
『
高
山
寺
資
料
叢
書
　
第
二
冊
』
所
収
。
六
二
二
、
六
三
〇
頁
。

．
小
林
博
士
は
、
「
訓
漢
字
」
の
論
に
よ
っ
て
「
承
」
「
奉
」
の
関
係
を
説
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
川
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
記
し
た
も
の
に
は

「
承
」
と
「
奉
」
と
が
あ
る
が
、
回
前
者
は
無
訓
か
部
分
的
付
訓
が
施
さ
れ
る
か
の
タ
イ
プ
に
属
し
、
後
者
は
全
訓
付
訓
が
施
さ
れ
る
タ
イ
プ
に

属
す
る
、
然
し
て
、
再
こ
う
し
た
「
振
仮
名
の
有
無
の
意
味
」
を
考
慮
す
る
と
き
、
前
者
の
タ
イ
プ
は
常
用
さ
れ
た
「
訓
漢
字
」
、
ま
た
は
常
用

（1）

の
「
書
記
用
漢
字
」
で
あ
り
、
他
方
、
後
者
の
タ
イ
プ
は
「
訓
漢
字
」
で
は
な
い
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
一
常
用
の
訓
漢
字
と
そ
う

古
文
書
類
に
お
け
る
「
奉
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て
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で
な
い
も
の
と
の
、
用
字
・
用
法
上
の
質
的
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
峰
岸
氏
は
、
御
考
察
の
結
論
と
し
て
、
「
漢
字
専
用
文
と
し
て
の
本
資
料
の
漢
字
使
用
が
一
語
一
漢
字
表
記
の
基
盤
の
上
に
立
ち
、
一

語
多
漢
字
の
表
記
で
は
そ
の
用
字
が
語
義
・
用
法
の
差
異
を
反
映
す
る
、
著
し
い
傾
向
の
下
に
あ
る
こ
と
を
観
察
し
た
。
」
（
前
掲
雷
、
六
七
二
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
小
林
博
士
、
峰
岸
博
士
の
所
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
義
深
い
も
の
で
大
局
的
に
は
従
う
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
峰
岸
氏
の
場
合
、
「
承
」
「
奉
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
例
外
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
こ
で
は
用
例
を
掲
出
さ
れ
た
だ
け
で
、
そ

の
傾
向
下
に
あ
る
な
し
の
言
及
は
な
い
。
む
し
ろ
、
『
説
文
解
字
』
や
『
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
』
、
『
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
』
を
引
き
、
「
元
来
両

字
、
字
義
の
上
で
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

管
見
で
は
、
両
字
間
に
「
語
義
・
用
法
の
差
異
」
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
峰
岸
氏
の
掲
出
さ
れ
た
用
例
、
「
承
」
の
十
例
、

ウ

ケ

タ

マ

ハ

ン

ヌ

「
奉
」
の
二
例
を
比
較
す
る
と
、
「
奉
」
は
、
川
書
状
を
拝
受
し
た
折
の
返
状
に
用
い
ら
れ
、
か
つ
、
回
そ
の
冒
頭
に
位
置
し
て
、
再
「
脆
奉

厳
禦
梅
〕
之
旨
P
（
三
〇
九
行
）
、
「
堅
郡
タ
マ
ハ
ル
訊
札
之
旨
ご
（
三
三
二
行
）
の
よ
う
に
、
「
厳
萬
」
や
「
芳
札
」
な
ど
、
相
手
の
書
状
を
う
け
て
用

い
ら
れ
て
お
り
（
後
述
）
、
他
方
、
「
承
」
に
は
、
同
様
の
用
法
も
な
く
は
な
く
（
一
例
）
、
「
奉
」
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
は
、

往
・
返
の
両
状
に
お
い
て
、
よ
り
広
く
、
事
の
次
第
を
了
承
す
る
、
謹
ん
で
う
け
る
、
伝
聞
す
る
等
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
見
方
に
よ
っ

て
は
不
明
瞭
な
「
差
異
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
手
の
書
状
を
う
け
て
「
奉
」
を
用
い
る
類
に
つ
い
て
は
、
後
に
み
る
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。

次
に
、
小
林
博
士
、
峰
岸
氏
に
よ
れ
ば
、
「
奉
」
は
、
A
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
わ
す
も
の
、
二
例
、
B
「
た
て
ま
つ
る
」
（
動
詞
）
を
表
わ

す
も
の
、
四
例
と
さ
れ
（
補
助
動
詞
の
「
た
て
ま
つ
る
」
は
別
）
、
次
の
一
例
は
B
と
解
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
記
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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モ

ハ

ン

○
謹
奉
　
風
涛
　
悌
恐
く
く
抑
随
仰
】
馬
三
疋
謹
以
奉
入
但
遠
路
之
問
有
水
草
難
一
自
壊
痩
況
　
哉
恐
ゝ
歎
言
侍
　
普
（
中
略
）
諸
事
雄
繁

ナ

り

ト

　

　

ー

シ

　

シ

カ

シ

ナ

カ

ラ

　

ス

　

シ

ヤ

ヲ

ナ

ヲ

ク

ノ

ミ

多
一
紙
上
難
尽
】
併
　
期
拝
謝
一
而
巳
謹
言
　
（
第
四
十
一
状
、
返
状
、
三
四
六
上
二
五
二
行
）



右
に
は
仝
訓
付
訓
も
部
分
付
訓
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
「
た
て
ま
つ
る
」
の
訓
漢
字
、
あ
る
い
は
、
日
常
常
用
漢
字
と
解
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
当
例
は
、
意
味
・
用
法
上
、
先
の
三
〇
九
行
の
用
例
に
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
（
こ
れ
に
よ
り
、
A
、
B
共
に
三
例
ず
つ
と
い
う
こ
と

に
な
る
）
。

二
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
場
合

古
往
来
で
両
字
間
の
差
異
が
明
瞭
で
な
い
の
は
、
「
奉
」
の
本
来
的
用
法
そ
の
も
の
が
、
そ
う
し
た
文
章
ジ
ャ
ン
ル
・
文
書
世
界
に
近
接
し
て

い
て
、
た
め
に
、
そ
こ
で
多
用
さ
れ
、
や
が
て
、
「
承
」
の
用
法
へ
の
接
近
が
生
じ
た
た
め
か
と
み
う
け
ら
れ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
は
和
化
漢
文
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
古
往
来
に
比
較
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
文
書
世
界
と
は
多
少
の
距
離
が
あ
り
、

こ
う
し
た
文
献
で
は
、
か
え
っ
て
、
古
往
来
以
上
に
、
．
文
書
世
界
の
特
徴
を
窺
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

次
に
、
同
集
に
お
け
る
、
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
わ
す
「
承
」
「
奉
」
に
つ
き
、
糸
二
か
ら
十
の
天
竺
・
震
且
部
、
巻
十
一
か
ら
二
十
の
本
朝

仏
法
部
、
準
一
十
二
か
ら
三
十
の
本
朝
世
俗
部
の
三
部
に
分
け
て
概
観
し
よ
う
（
巻
八
、
十
八
、
二
十
一
は
欠
巻
）
。

計

承

「
承
」
は
計
六
十
二
例
、
「
奉
」
・
は
計
四
十
九
例
み
え
て
い
る
・
が
、
ま
ず
、
・
注
意
す
べ
き
は
、
轟
次
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
説
話
の
内
容
に
よ
っ

て
両
字
の
使
用
に
偏
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
承
」
は
天
竺
・
震
且
部
で
九
例
だ
が
、
本
朝
仏
法
部
で
は
倍
増
し
、
本
朝

世
俗
部
で
は
こ
れ
が
さ
ら
に
倍
増
し
て
い
る
。
他
方
、
「
奉
」
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
い
わ
ゆ
る
漠
文
脈
系
の
部
分
で
多
用
さ
れ
、
本
朝
世
俗
部

で
激
減
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
「
奉
」
は
漠
文
脈
系
の
も
の
で
和
文
脈
と
の
関
わ
り
は
薄
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
「
漠
文
脈
系
」
と
は
従
来
の
い
い

甘
文
書
類
に
お
け
る
畢
号
骨
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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方
に
よ
っ
た
も
の
で
、
本
稿
の
以
下
に
県
応
さ
せ
て
換
言
す
れ
ば
、
今
は
「
古
文
書
に
お
け
る
和
化
漢
文
」
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
「
奉
」
の
四
十
九
例
の
目
的
語
を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
　
（
算
用
数
字
は
用
例
数
）
。

宣
旨

2

2

　

　

勅

仰
せ
（
王
、
大
王
、
国
王
、
獣
の
王
、
天
皇
等
の
仰
せ
）

勅
命
、
詔
書
、
詔
、
国
王
の
宣
、
給
言
、
王
の
命
、
（
院
の
命
）
、
公
の
卸
言
、
上
郷
の
仰
せ
、

兄
の
命
、
大
菩
薩
の
言
葉
、
他

69

各
1

各
1

若
干
の
例
文
を
示
す
。

○
憂
陶
夷
王
ノ
仰
セ
ヲ
奉
バ
リ
テ
（
巻
二
語
三
）

○
蔵
人
、
宣
旨
ヲ
奉
テ
、
神
明
二
行
テ
、
持
経
者
二
会
テ
、
宣
旨
ノ
趣
ヲ
仰
ス
　
（
巻
十
二
、
語
三
十
五
）

○
使
勅
ヲ
奉
テ
（
巻
十
七
、
語
四
十
九
）

○
上
郷
ノ
仰
セ
ヲ
奉
ル
間
（
肇
一
十
八
、
語
二
十
五
）

右
を
概
括
す
れ
ば
、
「
奉
」
は
、
原
則
と
し
て
王
や
天
皇
な
ど
、
い
わ
ば
絶
対
者
の
命
を
う
け
た
ま
わ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
「
承
」
は
六
十
二
例
み
え
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
語
は
多
様
で
あ
り
、
「
奉
」
の
よ
う
に
限
定
的
で
は
な
い
。
意
味
す
る
と
こ
ろ

0

も
、
謹
ん
で
・
…
・
う
け
る
、
承
諾
す
る
、
聞
く
、
な
ど
と
多
彩
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
『
操
縦
字
訣
』
巻
六
に
、
「
承
ハ
、
下
載
レ
上
也
、
継
也
、
次

也
、
下
ヨ
リ
上
ノ
物
ヲ
ウ
ク
ル
コ
ト
ナ
リ
、
（
下
略
）
」
と
説
く
と
お
り
で
あ
る
。

〇
日
達
此
ノ
事
ヲ
承
バ
リ
テ
（
巻
一
、
語
十
七
）

○
夫
人
、
王
ノ
仰
セ
ヲ
承
バ
リ
テ
　
（
同
右
）

○
何
ナ
ル
事
也
ト
モ
何
デ
カ
不
承
ザ
ラ
ム
ト
　
（
巻
五
、
語
四
）

○
然
承
リ
ヌ
ト
許
云
セ
タ
レ
バ
　
（
肇
二
十
、
語
十
一
）



第
二
例
な
ど
は
「
奉
」
の
用
法
と
同
じ
で
あ
る
が
、
第
三
、
四
例
の
類
は
「
奉
」
に
は
み
ら
れ
な
い
。
「
承
」
の
一
般
的
な
用
法
で
あ
る
。

（

ヱ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

3

）

「
奉
」
は
、
形
式
的
に
「
承
と
同
じ
。
」
と
説
か
れ
、
ま
た
、
索
引
類
で
同
一
の
項
目
に
収
め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、
以

上
か
ら
す
れ
ば
、
両
字
の
間
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
古
文
書
に
お
け
る
用
法
　
㈲

『
今
昔
物
語
集
』
を
通
し
て
み
た
場
合
、
顕
著
な
傾
向
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
は
次
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
「
奉
」
は
漢
文
体
（
和

化
漢
文
体
）
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
か
つ
、
⑪
原
則
と
し
て
、
宣
旨
、
勅
、
王
・
天
皇
の
仰
せ
な
ど
を
う
け
て
い
る
。

こ
こ
で
、
お
の
ず
か
ら
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
古
文
書
の
世
界
で
あ
る
。
古
文
書
は
、
そ
の
文
体
と
し
て
は
和
化
漠
文
体
が
基
調
と
な
っ
て

（4）
お
り
、
宣
旨
、
勅
、
仰
せ
な
ど
も
、
本
来
は
〝
古
文
書
〟
の
形
式
に
よ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

古
文
書
に
お
い
て
も
、
「
奉
」
は
、
一
般
的
に
は
「
た
て
ま
つ
る
」
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
「
奉
」
が
「
た
て
ま
つ
る
」
の
訓
漢
字
で
あ

る
こ
と
に
か
わ
り
が
な
く
、
ま
た
、
上
代
に
は
「
ま
つ
る
」
を
表
記
し
た
例
も
あ
る
（
小
林
博
士
、
注
（
1
）
参
照
）
。

〇
十
月
謝
日
出
新
都
薬
師
二
巻
珊
劃
甲
可
矩
抽
入
成

レ

十
七
年
五
月
廿
l
日
納
返
巳
誌
知
人
成

（
高
尾
赤
万
呂
節
五
根
本
経
検
定
注
文
、
天
平
十
四
年
七
月
十
三
日
、
大
日
本
古
文
軍
事
四
（
補
遺
こ
、
一
七
二
頁
）

○
謹
解
　
　
　
申
請
海
上
郡
大
儀
司
仕
奉
事

中
宮
舎
人
左
京
七
条
人
従
八
位
下
海
上
国
造
他
田
日
奉
部
直
神
護
我
下
総
国
海
上
郡
大
領
司
晶
奉
l
申
散
華
神
護
我
祖
父
小
乙
下
忍
難
波

朝

庭
債
司
亦
咄
劃
支
（
下
略
）

（5）

（
他
田
日
奉
部
神
社
解
、
正
倉
院
文
書
、
正
集
四
十
四
、
天
平
二
十
年
）

前
者
の
場
合
は
「
奉
r
劫
巴
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
。
「
請
奉
」
に
転
倒
符
を
付
し
た
例
も
あ
る
（
同
書
、
妄
＝
七
九
二
八
八
頁
な

た
て
ま
っ
る
こ
ひ

古
文
書
類
に
お
け
る
「
奉
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て
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ど
）
。
後
者
は
「
仕
奉
」
で
「
つ
か
へ
ま
つ
る
」
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
仕
奉
」
に
・
つ
い
て
は
、
『
古
事
記
』
や
木
簡
等
を
も
っ
て
小
林
博

（6）

士
に
言
及
が
あ
る
。

一
男
、
「
う
け
た
ま
は
る
」
の
表
記
は
「
承
」
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。

○
謹
啓石
丹
一
二
村
（
財
力
）
許

右
、
剥
関
大
有
、
乞
幸
垂
分
付
、
謹
啓
、
（
下
略
）

（
天
平
十
六
年
前
後
の
文
書
、
大
日
本
古
文
書
二
十
四
（
補
遺
一
）
、
二
九
一
頁
）

石
丹
が
沢
山
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
分
け
て
下
さ
い
と
の
依
頼
状
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
古
文
書
に
お
い
て
「
奉
」
が
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
わ
す
の
は
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
特
徴
的
な
条
件
が
あ
る
。
即

ち
、
「
奉
」
は
、
勅
や
勅
書
類
を
う
け
た
ま
わ
っ
て
文
書
を
発
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
　
応
請
用
元
慶
寺
分
維
摩
会
聴
衆
一
大
事

0

右
中
納
言
従
三
位
藤
原
朝
臣
山
蔭
宣
。
剥
　
勅
。
件
寺
聴
衆
。
宜
毎
年
令
請
用
。
立
為
恒
例
。

（
太
政
官
符
、
仁
和
三
年
八
月
五
日
、
類
衆
三
代
格
、
前
荒
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
六
一
頁
）

太
政
官
符
は
上
郷
（
右
は
山
荘
）
を
経
て
発
給
さ
れ
る
。
文
末
に
「
符
到
利
行
」
と
み
え
る
こ
と
も
あ
る
。

○
左
排
宮
　
下
東
大
寺

応
令
実
検
寺
家
破
損
子
細
率

－

．

一

一

　

〇

右
、
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
能
長
宣
、
奉
　
勅
、
依
有
寺
家
破
損
之
問
、
差
充
右
少
史
中
原
真
重
等
使
発
遣
、
□
（
寺
）
宜
承
知
、
依
宣
行
之
、

勿
遺
失
、
延
久
二
年
七
月
三
日
　
　
右
少
史
「
小
野
朝
臣
為
貞
」



右
少
坪
大
江
朝
臣
「
匡
房
」

（
官
宣
旨
、
平
安
遺
文
三
、
一
〇
六
九
貢
）

○
民
部
省
符
　
若
狭
国
司

応
奉
宛
申
官
職
御
封
弐
拾
伍
姻
仕
丁
壱
人
事

．．－　　0

右
、
被
太
政
官
今
年
七
月
十
一
日
符
偶
、
内
大
臣
宣
、
奉
　
勅
、
．
件
封
弐
仔
戸
内
∵
減
埠
分
之
壱
令
奉
宛
者
、
応
宛
封
戸
、
異
状
謹
以
奏

0

聞
、
劃
　
勅
、
依
奏
者
、
国
宜
承
知
、
［
〓
∪
（
俵
件
カ
）
行
之
、
符
到
劃
行
、

（
民
部
省
符
案
、
承
保
元
年
八
月
二
十
八
日
、
同
三
、
－
二
二
一
頁
）

官
宣
旨
は
弁
官
の
下
文
と
も
い
わ
れ
、
や
．
は
り
、
上
卿
（
右
は
能
長
）
の
伝
宣
部
冒
頭
に
「
奉
　
勅
」
と
み
え
る
。
民
部
省
符
の
「
薗
宛
」
は

「
た
て
ま
つ
る
」
を
表
わ
し
て
い
る
。
「
符
到
奉
行
」
も
左
記
「
公
式
令
」
の
「
符
式
」
に
規
定
が
あ
る
。

『
令
義
解
』
巻
七
の
「
公
式
令
」
に
よ
れ
ば
、
「
詔
書
式
」
以
下
に
は
次
の
よ
う
な
様
式
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

○
詔
書
如
右
。
詩
魂
　
詔
付
外
施
行
。
謹
言
。
〔
詔
書
式
〕
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
二
二
八
頁
）

○
剰
　
勅
旨
如
右
。
符
到
劃
行
。
〔
勅
旨
式
〕
（
同
、
二
三
〇
真
）

〇
割
　
勅
依
奏
。
．
若
更
有
勅
語
須
附
者
。
各
随
状
附
。
云
々
。
′
　
〔
奏
事
式
〕
（
同
、
二
三
三
頁
）

〇
割
　
勅
依
奏
。
若
不
依
奏
者
。
即
云
。
勅
処
分
。
云
々
。
〔
便
奏
式
〕
（
同
、
二
三
四
頁
）

○
劃
令
旨
如
右
。
令
到
劃
行
。
〔
令
旨
式
〕
（
同
、
二
三
五
頁
）

○
奉
l
令
依
啓
。
若
不
依
啓
者
。
即
云
。
呑
処
分
。
云
々
。
〔
啓
式
〕
（
同
、
三
一
六
頁
）

（7）

「
公
式
令
」
に
は
、
こ
め
他
の
様
式
も
規
定
さ
れ
で
い
る
が
二
奉
」
を
用
い
る
の
は
、
ま
ず
、
右
に
限
定
さ
れ
、
詔
・
勅
旨
の
類
を
う
け
た
ま

わ
る
場
合
に
「
奉
」
字
が
み
え
て
い
る
。

二
股
に
、
古
文
書
は
、
先
行
文
書
や
上
郷
の
宣
な
ど
を
う
け
た
ま
わ
り
、
ま
た
、
引
用
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
場
合
、

先
行
文
書
類
が
ど
の
よ
う
な
動
詞
で
待
遇
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る
と
、
Ⅲ
「
被
（
か
う
ぶ
る
）
」
に
よ
る
、
研
「
奉
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
よ
る
、

古
文
書
類
に
お
け
る
「
奉
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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初
「
得
（
う
）
」
に
よ
る
、
の
三
枝
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
然
し
て
、
Ⅲ
・
佃
は
、
下
位
者
が
上
位
者
の
発
給
し
た
文
書
を
う
け
る
場
合

で
あ
り
、
佃
は
、
上
位
者
が
下
位
者
の
上
申
し
た
文
書
を
う
け
る
場
合
で
あ
る
が
、
就
中
、
佃
は
、
勅
、
勅
旨
等
の
絶
対
的
な
文
書
類
を
う
け
る

場
合
に
集
中
し
て
い
る
。

（8）

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
に
概
略
を
述
べ
た
。
当
面
の
「
奉
」
は
、
そ
の
初
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
奉
」
字
の
、
こ
の
よ
う
な
用
法
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
文
選
』
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
且
足
下
昔
以
単
車
之
使
、
通
万
乗
之
虜
、
遭
時
不
遇
、
至
於
伏
勧
不
顧
、
流
離
辛
苦
幾
死
朔
北
之
野
、
丁
年
利
便
、
陪
首
而
帰
、
母
終
堂
生

妻
去
椎
、
　
（
書
上
、
答
蘇
武
書
一
首
、
李
少
卿
）

こ
れ
は
皇
帝
か
ら
勅
使
を
う
け
た
ま
わ
る
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
様
式
に
規
制
さ
れ
る
古
文
書
の
場
合
、
こ
う
し
た
一
般
の
文
献
よ
り
も
、
ま
ず
、
中
国
の
「
公
式
令
」
の
影
響
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

（9）

う
。
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
仁
井
田
隆
博
士
の
『
居
合
拾
遺
』
に
よ
れ
ば
、
（
唐
）
「
公
式
令
」
の
「
制
書
式
」
や
「
制
授
告
身
式
に
」
、
「
…
…
制

富
加
右
　
請
劃
制
付
外
施
行
謹
言
」
（
五
四
二
頁
、
五
六
〇
頁
）
、
「
符
式
」
や
「
制
授
告
身
式
」
、
「
奏
授
告
身
式
」
に
、
「
…
…
符
到
利
行
」
　
（
五

五
八
頁
、
五
六
一
頁
、
五
六
五
頁
）
な
ど
と
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
後
指
の
『
知
恩
院
蔵
本
大
唐
三
蔵
玄
突
法
師
麦
啓
盲
点
』
（
の
原
本
文
）
も
貴
重

な
参
考
資
料
と
な
ろ
う
。

な
お
、
「
奉
」
を
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
に
「
承
」
を
用
い
た
か
と
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
の
で
掲
出
し
て
ぉ
く
。

〇
一
測
法
師
疏
（
唯
聖
的
）

右
、
剥
尼
公
宰
雪
質
二
巻
写
井
本
、
以
明
日
且
奉
論
内
裏
者
、
宜
照
此
旨
、
若
今
日
不
致
、
夜
必
欲
令
写
　
（
他
略
）

（
市
原
王
状
、
天
平
二
十
一
年
二
月
二
十
五
日
、
大
日
本
古
文
書
二
十
四
　
（
補
遺
こ
、
五
六
三
頁
）



四
、
古
文
書
に
お
け
る
用
法
　
㈲

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
古
文
書
の
場
合
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
用
法
が
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。

○
蒙
二
軍
云
、
日
光
焦
該
月
潤
永
絶
、
人
民
懐
替
玉
情
仰
矢
、
偽
任
二
祖
師
古
跡
這
二
明
日
一
引
毒
甘
口
助
修
法
侶
二
撃
嘉
会
壇
於

神
泉
之
池
辺
へ
修
二
請
雨
法
於
彿
海
之
誓
水
一
者
、

万
寿
五
年
四
月
十
二
日
　
左
申
排
重
努
軟
奉
l

論
旨
如
r
此
、
以
二
察
㌢
万
如
リ
件
、

謹
奉
　
仁
海
律
師
房

（10）

（
後
一
条
天
皇
給
旨
写
、
相
田
二
郎
氏
に
よ
る
）
　
（
1
1
）

こ
れ
は
写
し
で
は
あ
る
が
、
論
旨
の
最
古
の
も
の
と
さ
れ
、
相
田
氏
は
、
こ
う
し
た
「
差
出
者
と
し
て
文
書
に
現
れ
る
者
が
、
そ
の
上
位
に
居

（12）

る
者
の
意
を
承
け
て
出
す
形
式
」
の
「
書
札
様
の
文
書
」
を
一
括
し
て
「
奉
書
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
奉
書
で
は
、
差
出
所
に
は
、
上
位
者
や
主
人
の
仰
せ
を
う
け
て
筆
を
執
っ
た
侍
臣
（
蔵
人
の
弁
）
の
冬
あ
る
い
は
、
そ
の
官
職
名

が
位
置
し
、
そ
の
下
附
け
に
は
、
多
く
「
奉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
然
し
て
右
の
場
合
、
上
所
の
「
謹
奉
l
」
は
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
を
表
わ
し

て
い
る
が
、
下
附
け
の
「
奉
」
は
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
わ
す
こ
と
と
な
る
。

○
奉
送
　
御
幣
物

芙
紙
拾
帖

八
丈
絹
弐
疋

右
奉
送
如
件

治
承
五
年
五
月
十
九
日
参
河
細
目
代
、
大
中
臣
以
通
、
依
蔵
人
殿
仰
、
所
令
申
慎
也
、
大
神
宮
和
事
、
自
本
内
心
御
祈
念
候
之
上
、
労
御

夢
想
候
欺
、
偽
所
思
食
、
御
意
趣
之
告
文
、
御
幣
物
、
送
文
等
、
献
上
之
、
以
此
趣
、
可
御
祈
念
慎
也
、
仰
之
旨
如
此
、
警

五
月
十
九
日
　
　
　
大
中
臣
以
通
劃

古
文
書
類
に
お
け
る
「
奉
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て
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用
外
宮
政
所
大
夫
殿

喜
妻
鑑
、
巻
二
、
拾
承
五
年
五
月
十
馳
）

『
吾
妻
鏡
』
の
こ
の
条
は
、
奉
書
株
文
書
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
「
薗
送
」
は
「
た
て
ま
つ
る
」
（
補
助
動
詞
）

を
表
わ
し
、
下
附
け
の
「
奉
」
は
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
わ
し
て
い
る
。

奉
書
様
文
書
は
、
平
安
時
代
、
摂
関
政
治
の
興
隆
期
、
全
盛
期
の
頃
に
盛
行
し
た
よ
う
で
、
こ
の
他
に
も
用
例
は
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
平
安

末
か
ら
鎌
倉
初
期
の
文
例
集
と
さ
れ
る
『
雑
筆
要
集
』
（
続
群
書
類
従
、
欝
±
輯
）
に
も
、
「
院
宣
書
様
三
」
、
「
令
旨
書
様
九
」
、
「
親
王
宣
書
十
こ
、

「
関
白
宣
十
五
」
、
′
「
別
当
宣
十
九
」
、
「
国
宣
二
十
三
」
、
「
御
散
華
一
十
九
」
な
ど
の
奉
書
様
式
の
文
書
が
収
載
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
差
出
書
の
下
附
け
に
は

「
奉
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
奉
」
l
字
は
、
ま
た
、
奉
書
の
下
附
け
に
用
い
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
・
。
奉
書
を
う
け
た
詩
文
の
類
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
．
。

○
　
　
話
　
御
教
書
事

右
、
去
八
月
廿
四
日
御
教
書
今
日
到
来
、
謹
劃
　
仰
旨
、
抑
所
被
仰
下
箭
河
叡
庄
更
無
宛
課
雑
事
、
若
以
何
色
事
令
言
上
哉
、
承
奇
恩
給

候
、
有
催
行
事
之
時
、
以
此
旨
不
可
承
引
之
由
、
可
給
仰
事
於
庄
司
者
也
、
（
中
略
）
、
脆
以
劃
之
、
臨
期
可
蒙
処
分
、
公
則
誠
恐
謹
言

（
伊
賀
守
藤
原
公
則
請
文
案
、
永
承
四
年
九
月
十
日
、
・
平
安
遺
文
三
、
八
〇
七
頁
）

御
教
書
と
は
、
∴
ふ
つ
う
、
三
位
以
上
の
人
の
仰
せ
を
う
け
た
奉
書
を
い
う
。
こ
こ
は
、
そ
れ
を
う
け
て
「
奉
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
用
法
は
、
別
に
、
奉
書
を
う
け
た
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
▼
で
は
な
か
ろ
う
。

詩
文
に
「
奉
」
を
用
い
た
例
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
触
れ
た
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
に
も
み
え
て
い
る
（
三
〇
九
行
）
。
こ
れ
は
、
造
花
を
つ
く
る

役
に
当
っ
た
叡
山
の
憎
か
ら
綿
の
寄
進
を
求
め
ら
れ
、
こ
れ
を
承
諾
し
た
書
状
の
冒
頭
に
、
「
謹
言
　
脆
劃
厳
詰
之
旨
…
：
∵
（
付
訓
略
）
と
み
え

る
も
の
で
あ
る
。

ク

ワ

イ

コ

ノ

同
『
古
往
来
』
か
ら
引
用
し
た
〓
通
に
、
「
謹
奉
　
恩
詭
　
懐
恐
く
く
　
抑
…
‥
∵
（
三
四
六
行
）
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
馬
三



頭
を
用
立
て
て
く
れ
と
い
う
申
し
出
に
対
す
る
承
諾
状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
奉
」
は
、
負
担
を
伴
な
わ
ず
、
相
手
の
好
意
に
よ
ろ
こ
ん
で
応
ず
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
同
『
古
往
来
』
に
お
け

る
他
の
一
例
で
あ
る
　
（
三
三
二
行
）
。
こ
れ
は
、
「
比
叡
卸
祭
」
に
際
し
て
設
敷
を
構
え
る
か
ら
光
臨
せ
ら
れ
た
い
と
の
書
状
を
う
げ
、
こ
れ
に
応

諾
し
て
「
謹
言
　
僻
劃
芳
札
之
旨
…
…
」
（
付
訓
略
）
と
書
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

～
望

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
ま
た
、
廻
文
や
請
定
に
「
奉
」
字
を
記
入
す
る
類
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
的
立
場
、
も
し
く
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
立
場

か
ら
の
出
仕
、
出
頭
の
要
請
に
対
し
、
謹
ん
一
で
拝
命
致
し
ま
す
と
の
意
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
・
平
安
時
代
以
下
に
は
、
m
勅
、
宣
旨
な
ど
を
う
け
る
「
奉
」
だ
け
で
な
く
、
佃
奉
書
様
式
の
文
書
の
下
附
け
の
「
奉
」
、

榊
詩
文
や
承
諾
状
に
お
け
る
「
奉
」
、
勘
週
文
や
請
定
な
ど
に
お
け
る
「
奉
」
、
と
い
っ
た
用
法
も
多
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
こ
に
は
、
A
天

皇
、
王
な
ど
の
絶
対
者
の
仰
せ
を
う
け
る
「
奉
」
か
ら
、
B
上
位
者
、
主
人
（
本
主
）
な
ど
の
仰
せ
を
う
け
る
「
奉
」
　
へ
、
更
に
は
、
C
相
手
の

申
し
出
を
承
諾
す
る
意
の
「
奉
」
　
へ
の
、
い
わ
ば
、
用
法
の
拡
大
、
あ
る
い
は
、
拡
散
が
看
取
さ
れ
よ
う
か
と
思
う
。
ま
た
、
．
同
時
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
お
け
る
恭
敬
の
心
情
に
は
大
差
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
㍉
こ
う
し
た
展
開
に
は
、
「
奉
」
に
こ
め
ら
れ
る
敬
意
の
度
合
の
低
下
が
窺
え
よ

，つ。
と
り
わ
け
、
C
に
お
け
る
用
法
は
「
承
」
の
そ
れ
に
随
分
と
近
い
。
古
往
来
は
奉
書
様
文
書
を
も
内
包
す
る
文
書
世
界
で
あ
る
が
、
様
式
上
の

規
制
は
、
古
文
書
ほ
ど
に
は
厳
し
く
な
い
。
か
つ
、
人
間
関
係
を
大
事
に
し
て
極
め
て
鄭
重
な
敬
意
表
現
を
用
い
る
の
が
常
で
あ
る
。
こ
う
し
た

と
こ
ろ
に
多
用
さ
れ
る
の
は
C
の
よ
う
な
用
法
で
あ
り
、
こ
こ
に
両
字
の
用
法
差
の
不
明
瞭
さ
も
生
じ
て
い
よ
う
か
と
み
う
け
ら
れ
る
。

「
承
」
は
〝
訓
漢
字
″
　
で
あ
り
、
こ
の
勢
力
に
押
さ
れ
て
、
や
が
て
は
、
「
奉
」
は
「
承
」
に
取
っ
て
代
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
公
卿
の
日
記
類
で
は
様
式
の
規
制
は
な
ぐ
、
か
つ
、
そ
の
内
容
・
性
格
上
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
B
、
ま
た
は
、
A
の
用
法
が
目
に
つ
く
。

○
天
晴
、
天
明
退
出
、
巳
時
参
上
、
給
新
古
今
、
又
書
出
御
点
歌
、
徹
神
泉
了
後
、
清
範
萄
仰
令
直
新
古
今
神
祇
部
詞
、
翳
誌
、
（
下
略
）

（
明
月
記
、
承
元
元
年
五
月
五
日
条
）

古
文
書
類
に
お
け
る
「
奉
　
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て
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「
仰
」
と
は
、
後
鳥
羽
院
の
御
意
向
で
あ
ろ
う
。
古
文
書
も
、
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（

源

融

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

基

経

）

○
左
大
臣
宣
、
葡
勅
、
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
聴
乗
牽
卓
出
入
官
中
者
、

元
慶
八
年
五
月
廿
五
日
　
少
外
記
大
蔵
善
行
剰

（
小
右
記
、
万
寿
二
年
十
月
三
日
粂
）

上
郷
奉
勅
宣
を
外
記
が
う
け
た
ま
わ
っ
た
も
の
で
、
右
に
は
、
前
項
に
み
た
用
法
と
奉
書
に
お
け
る
用
法
と
の
二
様
が
み
え
て
い
る
。

五
、
訓
点
資
料
の
場
合

第
二
項
以
下
の
「
奉
」
字
に
つ
き
、
こ
れ
を
和
語
「
う
け
た
ま
は
る
」
の
表
記
だ
と
し
て
き
た
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
も
古
文
書
で
も
、
そ

の
付
訓
例
を
得
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
『
知
恩
院
蔵
本
大
唐
三
蔵
玄
英
法
師
表
啓
古
点
』
に
は
、
ウ
ケ
タ
テ
マ
ツ
ル
、
ウ
ク
、
タ

テ
マ
ツ
ル
と
訓
読
さ
れ
た
「
奉
」
字
が
み
え
て
い
る
。
以
下
、
中
田
祝
夫
博
士
の
『
東
大
寺
諷
詞
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
所
収
の
訓
読
例
を
引

く
（
／
印
は
原
文
で
改
行
）
。

Ⅲ
墾
メ
．
…
み
）
て
璽
て
ま
っ
ノ
給
上
古
萌
ち
）
令
二
翻
義
つ
）
メ

（
2
1
行
）

切
拗
貞
観
廿
年
七
月
十
三
日
内
へ
よ
り
）
出
典
シ
（
た
ま
ふ
）
玄
突
法
師
（
の
）
謝
つ
ま
っ
り
し
）

を
　
　
（
や
；
（
つ
）
テ
　
　
（
れ
）
た
り
た
す
ケ
コ
シ
テ
フ
ル
こ
と
を
ツ
、
（
し
み
）
で
（
う
け
）
た
（
て
ま
つ
り
）
て

の

　

　

（

に

）

／
大
宗
文
皇
帝
勅
書
一

（
を
）

（
ま
を
）
す
　
　
（
し
）
て
（
う
け
）
た
（
て
ま
）
ツ
ル
に

麦
沙
門
玄
突
言
。
伏
　
奉
二

／
墨
勅
】
猥
　
　
垂
二
　
奨
喩
。
　
祇
　
嘩
一
　
　
輪
上
古
一
（
下
略
）
　
（
7
1
7
2
行
）

（
し
た
て
ま
つ
り
し
）
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
せ
）
す

初
　
貞
観
廿
年
七
月
十
四
日
沙
門
玄
突
上
表
謝
二

の

　

　

　

　

（

を

）

二
硯
、
賓
繊
剃
刀
一
口
可
　
（
8
7
行
）

ウ

ケ

（

て

）

　

を

　

　

す

㈲
　
去
年
二
月
、
俸
レ
詔
勅
－
訳
。
　
（
5
7
行
）

（
み
）
て
た
（
て
）
マ
（
つ
り
）
て
　
　
を

㈲
　
謹
　
奉
　
　
　
表
　
（
は
行
）

納
袈
裟
剃
刀
一
表
一
首
沙
門
玄
突
言
。
伏
（
し
）
て
（
う
け
た
で
ま
っ
）
ル
に
　
　
の
　
　
を
　
　
　
（
し
）
た
マ
ヒ
き
　
　
の

奉
二
　
　
　
勅
旨
へ
施
二
　
　
納
袈
裟

川
か
ら
初
は
「
う
け
た
て
ま
つ
る
」
、
糊
は
「
う
く
」
、
㈲
は
「
た
て
ま
つ
る
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。



Ⅲ
か
ら
糊
の
場
合
、
ま
ず
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
「
奉
」
が
、
み
な
、
堕
ロ
、
墨
勅
、
勅
旨
、
詔
の
類
号
っ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

先
の
『
今
昔
物
語
集
』
、
ま
た
、
第
三
項
に
み
た
古
文
書
の
場
合
と
相
通
す
る
。
「
奉
」
の
本
来
的
用
法
は
、
正
に
こ
れ
で
あ
る
と
み
う
け
ら
れ

る
。し
か
し
、
㈲
だ
け
を
「
う
く
」
と
解
さ
れ
た
の
は
ど
う
い
う
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
Ⅲ
か
ら
因
を
「
う
け
た
て
ま
つ
る
」
と
訓
読
・
補
読

さ
れ
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

（
ス
）

恩
う
に
、
Ⅲ
か
ら
㈲
の
用
例
は
「
う
け
た
ま
は
る
」
と
訓
読
し
て
よ
か
ろ
う
。
初
の
「
ツ
ル
」
が
問
題
と
な
り
そ
う
だ
が
、
「
沙
門
玄
突
啓
ラ
、

伏
（
シ
）
テ
　
令
旨
ヲ
利
男
励
」
ふ
っ
」
（
興
福
寺
本
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
、
巻
七
輿
C
点
、
左
記
参
照
）
を
参
考
と
し
て
、
こ
れ
は
助
動
詞
ツ
と
解
し

た
い
。㈲
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
。
他
に
「
奉
進
」
と
し
て
み
え
る
二
例
が
あ
る
。
ま
た
、
右
に
関
連
し
て
「
承
」
の
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
の

よ
う
な
、
勅
や
給
言
の
類
を
う
け
る
も
の
で
は
な
い
。
（15）

次
に
、
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
』
に
お
け
る
「
奉
」
の
用
法
、
ま
た
、
付
訓
例
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
訓
点
に
は
、
延
久
承

暦
頃
（
一
〇
八
〇
頃
）
の
㊤
種
点
と
⑧
種
点
、
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
の
⑥
種
点
、
同
じ
頃
の
⑳
種
点
、
永
久
四
年
（
＝
＝
ハ
）
の
⑤
種
点
等
が

あ
る
と
さ
れ
る
。

ウ

ケ

タ

マ

ハ

リ

コ

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

マ

ハ

（

ル

）

　

　

ハ

リ

テ

全
訓
付
訓
例
に
は
、
一
例
、
「
奉
　
職
　
皇
太
后
…
⊥
（
◎
、
＊
印
に
「
フ
」
字
か
）
が
あ
り
、
部
分
付
訓
例
に
、
「
奉
　
」
（
⑧
）
、
「
奉
」
（
⑧
、

⑥
）
、
他
が
あ
る
。

「
奉
」
の
う
け
る
語
句
を
み
る
と
、
右
全
訓
付
訓
の
一
例
の
他
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
算
用
数
字
は
用
例
数
）
。

慈
訓
（
父
の
説
く
孝
経
の
教
え
）

使
（
勅
使
の
役
）

令
旨

⑧
1

⑥
2
、
⑳
1

恩
勅
勅

㊤
1

⑥
1

⑥
4
、
⑤
2
′

台
文
書
類
に
お
け
る
「
奉
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て



勅
旨
帝
旨

勅
書
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⑥
4
、
⑳
3

◎
1

⑥
1
、
⑨
1

給
旨
　
　
　
　
◎
1

天
旨
　
　
　
　
⑥
1

恩
旨
（
王
の
命
）
⑥
1

王
ノ
命
・
（
王
の
）
命
　
⑤
2
、

墨
勅
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
1

修
行
（
羅
漢
に
対
し
て
）
　
⑤
1

進
止
（
勅
命
に
よ
る
裁
量
権
か
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
1
、
◎
ユ

殆
ん
ど
は
、
勅
・
勅
旨
・
令
旨
等
を
う
け
、
ま
た
、
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
う
け
て
お
り
、
希
に
、
・
父
や
羅
漢
に
対
す
る
用
法
が
あ
る
。
こ
う

し
た
情
況
は
『
今
昔
物
語
集
』
以
下
に
み
た
と
こ
ろ
に
類
載
す
る
。

一
方
、
「
承
」
に
も
、
恩
寵
（
帝
の
寵
）
、
明
詔
、
嘉
命
（
王
の
命
）
、
朝
契
、
と
い
っ
た
語
句
を
う
け
た
例
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
更
に

広
く
、
事
の
趣
を
謹
ん
で
聞
く
、
あ
る
状
態
を
拝
受
す
る
、
ま
た
、
様
子
を
拝
見
す
る
等
の
商
港
の
一
環
と
し
て
把
握
さ
れ
よ
う
。

以
上
が
訓
点
資
料
の
場
合
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
若
干
例
に
1
と
ど
め
た
。

む
　
す
　
び

「
承
」
は
「
う
け
た
ま
は
る
」
の
訓
漢
字
と
し
て
、
「
奉
」
は
「
た
て
ま
つ
る
」
の
訓
漢
字
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者

は
、
ま
た
、
「
う
け
た
ま
は
る
」
を
表
わ
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
用
法
は
古
文
書
の
世
界
で
頻
用
さ
れ
、
そ
こ
に
は
前
述
の
よ
う
な
、
「
承
」
と
は

異
な
る
「
奉
」
の
特
徴
的
な
用
法
が
認
め
ら
れ
た
。

「
奉
」
の
」
字
に
よ
っ
て
麦
記
さ
れ
る
和
語
の
「
た
て
ま
つ
る
」
と
「
う
け
た
ま
は
る
」
と
は
、
動
作
性
や
方
向
性
と
し
て
は
、
一
見
、
相
反

す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
恭
敬
と
い
う
姿
勢
に
お
い
て
は
、
二
者
は
相
通
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。



小
林
芳
規
博
士
は
、
㈲
「
訓
漢
字
」
と
㈲
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
二
様
の
漢
字
群
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
用
字
研
究
上
、
ま

た
、
字
訓
史
上
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
課
題
と
し
て
、
因
、
㈲
そ
れ
ぞ
れ
の
、
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
の
解
明
が
必
要
で
あ
り
、

就
中
、
㈲
の
使
用
目
的
や
存
在
理
由
等
に
つ
い
て
の
個
別
的
検
討
が
肝
要
で
あ
る
。
本
稿
が
、
そ
う
し
た
課
題
の
た
め
の
一
試
論
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

な
お
、
古
文
書
に
お
け
る
「
奉
」
は
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
「
被
（
か
う
ぶ
る
）
」
、
「
得
（
う
）
」
と
共

（16）

に
三
者
一
連
の
〝
待
遇
問
題
〟
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
は
「
奉
」
、
お
よ
び
「
承
」
に
的
を
絞
っ
て
他
は
省
略
し
た
。

注（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）

（7）

（8）（9）（10）

（11）（12）（13）

「
奉
」
は
「
た
て
ま
つ
る
」
の
訓
漢
字
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
上
代
に
は
「
ま
つ
る
」
を
表
記
し
て
い
る
が
、
「
訓
読
の
場
に
お
け
る
、
訓
法
の
変

遷
を
反
映
」
し
て
マ
ツ
ル
か
ら
タ
テ
マ
ツ
ル
へ
推
移
し
た
と
さ
れ
る
　
（
前
掲
書
、
四
八
四
頁
、
四
九
三
頁
）
。
注
　
（
6
）
参
照
。

『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
今
昔
物
語
集
』
の
巻
第
一
、
語
第
三
、
頭
注
一
二
。

『
今
昔
物
語
集
文
節
索
引
』
　
（
尾
淵
和
夫
監
修
）
　
で
は
、
編
者
に
よ
り
、
掲
出
項
目
を
同
一
と
し
た
り
分
け
た
り
し
て
い
る
。

例
外
と
な
る
文
書
様
式
、
文
書
群
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
言
及
を
割
愛
す
る
。

佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
、
口
絵
写
真
、
第
1
0
。

小
林
芳
規
「
平
城
宮
木
簡
の
漢
字
用
法
と
古
事
記
の
用
字
法
」
、
『
石
井
庄
司
博
士
喜
寿
記
念
論
集
上
代
文
学
考
究
』
、
塙
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
刊
、

一
四
八
頁
。

「
飛
駅
式
」
に
「
勅
到
奉
行
」
、
「
符
式
」
に
「
符
到
奉
行
」
と
み
え
る
。

「
古
文
書
に
お
け
る
一
待
遇
法
」
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
七
日
、
於
東
京
女
子
大
学
。
口
頭
発
表
。

東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
昭
和
八
年
刊
。

相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
　
下
』
、
一
八
三
頁
。

注
（
1
0
）
文
献
の
『
上
』
、
四
二
二
頁
。

注
云
1
1
）
文
献
、
三
六
四
、
四
一
八
真
。

峰
岸
明
『
寛
永
三
年
版
吾
妻
鑑
巻
第
二
漢
字
索
引
』
、
影
印
本
文
、
3
0
ウ
。
傍
訓
等
を
省
く
。

古
文
書
類
に
お
け
る
「
奉
（
う
け
た
ま
は
る
）
」
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
望
　
注
（
空
文
献
、
一
五
七
、
一
六
三
貢
。
同
『
上
』
、
三
五
五
、
三
五
七
頁
。

（
空
　
築
島
裕
『
諾
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
に
よ
る
。

（
一
望
　
注
（
8
）
、
口
頭
発
表
。

九
四




